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謹啓 平素は格別の御引立てを賜わり厚く御礼申し上げます｡

さて､この度弊社のの使用上 ヰ ヨー コ イlJニ J R 2.5% について､行政指導に基づき､｢ 注意｣を改訂致しますので､ご案内申し上げます｡
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心不全及び肝性浮睦の患者に授与する場は＼血中潰塵か上昇することかあ

るので注意して用す

ること○2)次の患者には授与しないことキサンチン系薬剤の投与により＼軍籍な副作用か

られた悪者3) 次の患者には慎重に授与すること

1)急性心筋梗塞＼重篤な山前障害のある患者 (本

は心箭刺激作用を育するためo)2)てhJかhJ＼甲状腺機能元進症＼急性腎炎及び肝

害のある患者 (本剤の副作用かあらわれやすい 

3))小児 (本剤の副作用かあらわれやすいo )4 高齢者 (｢高齢者への

合

み

剤

障 

o )

便

＼

(1)一般的注意

うっ血性心不全及び肝性浮腫の患者に授与する場

は＼血中濃度か上昇することかあるので注意して

用すること○C2)次の悪者には授与しないことキサンチン系薬剤の投

与により､重篤な副作用かられた患者く3)

次の患者には慎重に授与するこ1)急性仙

簡便塞＼重,%な心箭障害のある懇書 (本lま心筋刺激作用を南するためo )2)てんかん＼甲状瞭機能

元進症＼急性胃炎及び肝害のある患者 (本剤

の副作用かあらわれやすい 

3)小児 (本剤の副作用かあらわれやすいo )(4) 副作用

1)筆看神神経系

ときに頭痛＼不眠＼興缶､不安､めまい＼ヨ鳴り

振せh J等ガあらわれることかある○また本剤の貢投与により＼ときに毎拳＼喜憩妄＼昏睡等ガあ

√)れることかある○2)循環器

とときにきに仙憧元進等ガあら√ )れることかある○3)さ肖化器悪

合

便

み

剤

障

o 

＼

週ら

の (1) 一般的注意うっ血性

投与｣の頂参照○ )(4) 副作用 

1)精神神経系

ときに頭痛＼不眠＼興酉､不

安＼めまい＼冒鳴り振戦

等ガあらわれることかある○ま

た本剤の退投与により＼ときに痘撃＼諸妄＼昏睡等ガあら

れることかある○2)循環器 

ときに心情元進等かあらわれ

ることかある○3)消化器ときに悪心 .悔吐＼食欲不振＼腰痛＼下痢等ガ

用

注
廷れ

あ

) 
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旧(5) 妊婦 .授乳婦

への投1)動物実験 (マウス)で催奇形作用ガ

報告されてるoまたヒトで月台盤を通過して

胎児に移行し＼生児に唱吐､神経過敏等の

症状かあらわれるこガあるので､妊婦又は

妊娠している可能性のあ婦人には､治療上

の有益性ガ危険性を上まわる判

断される場合にのみ授与することo2)ヒト田乳

中へ移行し＼乳児に神経過敏を起こすとガあるので＼本剤投与中は授乳を避けさせる

(6)相互作用

1)他のキサンチン系薬剤又は中枢神経興缶薬との

用により＼過度の中枢神経刺激作用ガあらわれ

ことガあるので､これらの薬剤とは併用しない
とガ望ましいガ､やむをえす授与する場合には

亀するなど慎重に授与することo
2)工IJス□マイ5 /ン､トリアセチルオレフフンドマ

シン､Iノキサシン､シフロブ□キサシン､ト

プロキサシン＼シメチジン＼塩酸チクロピジンと

用する場合には＼テオフフィリンの血中濫芝度を高ることガ報告されているので慎重に授与すること3)フェノバルビタール､ ェニトインと併用する

合には､テオフィリンの血中濃度ガ低下すると

報告ガあるので注意することor刀 適用上の注意

1)本剤を急速に静脈内注射すると､上記の副作

用ほか､熱感､不整脈､過呼吸＼まれに

シ∃､ソつガあらわ

れることガあるので､生理食塩液又は

液に希釈してゆっくり注射することo2)アンプ

ルカット時の注意本品はワン/ポイント. JDンフ

ルルを使用しているガアンプルの首都をエタノー 縮写で清‡式

し＼力トすることo

い
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66))高齢者への投与テオフィリンはは＼主として肝臓で代謝されるガ高者では､一般に肝機能ガ低下していることガ多いめ､テオフイIるo高齢者にJンの血中澄渡ガ上昇するおそれガ慎重に授与することとO( 妊婦 -授乳婦への投与 

1)動物実験 (マウス)で催奇形作用ガ報告されて

るOまたヒトで胎盤を通過して胎児に移行し＼

生児に隈吐＼神経過敏等の症状ガあらわれるこ

ガあるので､妊婦又は妊娠している可能性のあ

婦人には､治療上の南益性ガ危険性を上まわる

判断される場合にのみ授与することo

2)ヒト缶乳中へ移行し､乳矧こ神経過敏を起こす

とガあるので＼本剤投与中は授乳を避けさせること 

(7)相互作用1)他のキサンチン系薬剤又は中枢神経興奮薬との

用により＼過度の中枢神経刺激作用かあらわ

れことガあるので＼これらの薬剤 は併用

しないとガ望ましいガ＼やむをえす授与
する場合には

量するなど慎重に授与することo2)工IJス□マイシン､ワラIJス□マイシン 
l)＼トリセチルオレアンド

マイシン､エノキサシン＼シDプロキサシン､

トスプロキサシン＼5 /メチジン塩酸チプロ

ピジン､塩酸メキシレチン2 )と供用る場合には､テオフィリンの血中濃度を高める3 とガ報告されているので慎重に投与すること0)フ工ノバルビ9-ル＼フェニトイン､リフアン

齢たあ

い
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シン3)と併用する場合には＼テオフィリンの血4 濃度ガ低下するとの報告ガあるのので注意すするること)交感神経刺激剤 (β-刺激剤)と 併用により副用ガ増強するとの報告ガあるので＼併用 場中0作合

には慎重に授与することoJ)(8) 適用上の注意

1)本剤を急速に静脈内注射すると､上記の副作用

ほか＼熱感＼不整脈､過呼吸､まれにシ∃､ソつ

ガあらわれることガあるので､生理食塩液又は

液に希釈してゆっく

り注射することo2)アンプル力､ソト時の注意 

本品はワン/ポイントアンプルを使用しているガ

j7ンプルの首都を工夕ノ-ル締等で清拭し＼力

トすることo

の
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